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【要 旨】
本稿は明治前期の福岡近郊の一村落における家族の構造を戸籍簿に基づいて分析

したものである。対象地域は福岡県志摩郡桑原村（現福岡市西区大字桑原）である。
桑原村の明治初年の戸籍簿に基づき、家族の構造を分析した。また、平成１４年度の
住民基本台帳により、現在の桑原地区の家族構造も分析した。これらにより、明治
初年の戸籍から１３０年余り後の桑原地区の家族の構造の変容が明らかになった。

１．はじめに
本稿は明治前期の福岡近郊の一村落における家族の構造を戸籍簿に基づいて分析したものであ

る。対象地域は福岡県志摩郡桑原村（現福岡市西区大字桑原）である。桑原村の明治初年の戸籍
簿に基づき、家族の構造を分析した１。また、平成１４年度の住民基本台帳により、現在の桑原地
区の家族構造も分析した２。これらにより、明治初年の戸籍から１３０年余り後の桑原地区の家族の
構造の変容を明らかにしようとした３。

明治初年においては、封建時代の村営が基本的にはそのまま行われていたと思われる。家族制
度は封建的直系家族制度であり、長男相続が原則であった。そのような家族制度は家族の構造を
規定し、さらに村落の構造をも規定していたのではないだろうか。

このような問題意識のもとに明治初年の戸籍の分析を行った。さらに、平成１４年度の住民基本
台帳を同じ分類方法を用いて分析した。１３０年余り後の家族は構造的には、どのように変化した
のか、変化した側面と変化していない側面はどのような点にあるのかを析出したいと思う。

桑原と隣村元岡は、現在の九州大学の移転地（伊都キャンパス）であり、平成１７年に九州大学
が移転を始めたため、その自然環境や生活環境は大きく変化することが予想される。その予想さ
れる変化以前の地域の姿の一端を、明治時代の桑原（一部元岡も）と最近（平成１４年）の桑原の

１ 昭和２８年に全国的に実施された SSM 調査の際に収集された資料の一部であり、当時の九大の担当者でいらっしゃった
内藤莞爾九大名誉教授より借用し、分析した。その後、返却した。

２ 平成１４年に、当時既に福岡市西区に統合されていた「桑原」の所轄市役所である西区役所において所定の手続きを経て
閲覧した。

３ 平成１４年の学会発表後、問題点を整理したが、雑誌、紀要への投稿が未了であった。
４ 福岡県編『福岡県市町村合併史』１９６２年、p．１９
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図１ 福岡県志摩郡元岡村内桑原（内藤、１９７３年、p．３４６より筆者加筆）
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町村数 １１
人口数 ２７，５５９人

表１ 明治２２年以前の志摩郡の町村数と人口数

村 名 明治２２年 明治２９年 昭和３６年

志

摩

郡

草場村・小田村・宮浦村・
西浦村・玄海島村・
小呂島村

小田村 糸島郡北崎村

福岡市田尻村・今出村・
太郎丸村・元岡村・桑原村 元岡村 糸島郡元岡村

女原村・徳永村（怡土郡）
周船寺村・飯氏村・
千里村・宇田川村・

周船寺村 糸島郡周船寺村

怡
土
郡 （略） 糸島郡＊＊＊

表２ 桑原村の変遷

家族の構造として分析しておくことは意味のあることだと考えた。

２．糸島郡の村々の町村合併の変遷
対象地域である「桑原村」は幾度かの合併を経て今日の「福岡市西区大字桑原」となった。そ

の変遷をまず見てみたい。
江戸時代には府県郡等の自治体は勿論、今日の市に相当するような自治体もなく、町村が唯一

の自治体であった。村の規模は、大小種々雑多であったが、自然的部落を基礎としたものであっ
たから、現在の村より小さなものが多かった。村民は、村に対して課せられる年貢を分担して村
名義で納入するほか、村政や行事に必要な費用を分担し、必要に応じて夫役に従った。

明治時代となり、政府は諸改革を行った。その一つが「市制・町村制」であった。文献によれ
ば、政府が「市・町村制法」を制定した理由は次のごときものである。「地方自治体は国家の基
礎であり、国民が地方自治の運営に参加することは、憲政施行のための訓練ともなり、将来国政
を担当するための適材を養成する機会を提供するものである。・・・現在の制度は世界の文明国
の仲間入りをしようとするわが国にとってあまりに古色蒼然たるものであるから、憲法発布以前
に必ず新制度を制定交付する必要がある」４。これに基づき全国の市町村が合併整理されることと
なった。

表１にあるように、明治２２年以前の志摩郡の町村数は１１、人口数は２７，５５９人である。このうち
桑原村は後述するように、明治初年の調査では１０５件、人口４５０人の当時としては普通の村落で
あった。この桑原村は、明治２２年の町村合併において元岡村となり、さらに明治２９年の合併で糸
島郡元岡村となった。昭和に入り、３６年には隣の福岡市に合併され、福岡市西区大字桑原となっ
た。
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田 畑 宅地 その他 計 戸数 人口
田尻村 １５５ ８ ６ １８ １８９ １３１ ５９６

太郎丸村 １０２ ７ ４ ２５ １３９ ７０ ３４１
今出村 ９１ ２ １ ３８ １３５ ３６ １９０
桑原村 ７６ ４８ ５ ７２ ２０４ １１９ ５７９
元岡村 １６４ ４１ ７ ４５ ２６０ １５１ ７４５

合計 ５９０ １０９ ２５ １９８ ９３１ ５０７ ２４５１

表３ 明治２２年当時の元岡村の地目（単位：町）および戸口

士族 ６
僧 １

農業 ９４
木挽き １
大工 １
桶職 １
遊芸 １
計 １０５

表４ 身分構成
（件）

表３により明治２２年当時の元岡村の旧村の各地目（単位：町）をみることができる。これによ
れば、旧桑原村は旧５村中２位の地目数である。内訳は田が７６町で他村と比較して、もっとも少
ないが、畑は４８町でもっとも多い。地形的に山や斜面の多いところであるためである。「その他」
７２町は山林地帯であり、村の三分の一以上が山林地帯である。明治２２年当時の戸数は比較的多
く、１１９戸、５７９人であった。

それでは、遡って明治初年当時の桑原村の社会構成、人口構成はどのようなものであったの
か。次には、明治初年の戸籍簿から解明を行いたい。

３．明治初年の桑原村
明治初年の戸籍簿に基づき、⑴①戸数、②人口、③身分構成（職業）、④戸主と家族、⑤年齢

別人口構成、⑵①家族の形態、②ライフサイクル段階別核家族数、③夫婦の年齢差について分類
集計を行った。

分類集計はエクセルを使用した。項目別のインプットを行い、集計できるところはそのまま集
計と分類集計を行った。内容的に吟味が必要なところは、エクセルの表を参照して手操作による
集計を行った。

⑴ 明治初年の桑原村の社会構成
①明治初年の桑原村の戸数

表５によれば、戸数は１０５件であった。元岡村の１３３件に比較すると３割方戸数が少ない。

②人口は４５０人であった。元岡村の６３７人に比較すると１８７人少ない。

③身分構成（職業）
総戸数１０５件のうち、士族が６件であった。

全体の５．１％である。これは元岡村の士族が
１件であることと比較すると多い。

農業と木挽きが９５件である。これは全体の
９０．４％を占める。大工と桶職が２件で士農工
商の工に当るのが１．９％である。

村の身分構成は、以上のようなものであ
り、きわめてシンプルな構造であった。
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戸主 家族 計
男 １０４ １２７ ２３１
女 １ ２１８ ２１９
計 １０５ ３４５ ４５０

表５ 戸主と家族

年齢階級別 男 女 計 比率 比率累計
～１４ ６５ ７１ １３６ ３０．２％ ３０．２％

１５～１９ １５ １８ ３３ ７．３％
２０～３９ ７０ ６６ １３６ ３０．２％ ５８．８％
４０～５９ ５８ ３８ ９６ ２１．３％
６０～７９ ２３ ２２ ４５ １０．０％ ３１．３％
８０～ ０ ２ ２ ０．４％ ０．９％
不明 ０ ２ ２ ０．４％ ０．９％
計 ２３１ ２１９ ４５０ １００．０％ １００．０％

表６ 明治初年 男女別 年齢別人口構成比

�
�
�

家族形態 件数 ％
核 家 族 ４４ ４１．９
直系家族 ３３ ３１．４
傍系家族 ２８ ２６．７

計 １０５ １００．０

表７ 家族形態別

④ 戸主と家族
戸籍簿を「戸主と家族」および「男女別」に集計したものが表５

である。
戸主は１０４件が男子であり女子が１件であった。家父長制度にお

いては、戸主は原則として男子であったから、この村においてもそ
れが裏付けられている。

人口全体に占める男女比は、男子が５１．３％、女子が４８．７％でほぼ
同じ割合である。

次に年齢別人口比について概観したい。
⑤年齢別人口構成比

まず、年齢別人口構成比から概観したい。
１５歳未満が１３６人で３０．２％を占める。人口全体の３割が子どもであった。１５～５９歳、いわゆる

生産年齢人口比は２６５人で、５８．８％を占めた。さらに、６０歳以上人口は４９人で、１０．８％であった。
現在は６５歳以上を高齢者とするが、ここでは、当時の寿命を考え合わせ、６０歳で分類した。全体
でみると、３割の子どもと、６割の青壮年者、そして１割の高齢者の構成であったといえる。

次に、男女別の人口構成に着目すると、１５歳未満および１５～１９歳でやや男子が少ない。２０～３９
歳は女子がやや多く、４０～５９歳の年齢層は男子が２０名も多い。６０歳以上はほぼ同数である。

この男女別人口差の中の４０～５９歳の年齢層の男子が２０名多いということは特徴的であったが今
回は、その差の理由について検証できなかった。

⑵ 明治初年の桑原村の家族構成
①家族の形態

表７は家族を形態別に分類したものである。これによれば、核家族は４１．９％であり、直系家族
は３１．４％、傍系家族は２６．７％である。直系家族と傍系家族を合わせた拡大家族は５８．１％であり、
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若年型：「夫妻同居前期＋親子同居期」 ３５件
後年型：「老親＋未婚子」 ３

表８ ライフ・サイクル段階別核家族数

年齢差 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
夫が上 １ ３ ０ ３ ６ ４ ５ ５ ６ １ ８
妻が上 ／ ２ ０ １ １ ０ １ ０ １ ０ ０
年齢差 １１ １２ １３ １４ １５ １６ … ２１ … 計
夫が上 ２ ３ １ １ ０ ５ １ ５５
妻が上 ２ ６

表９ 夫婦の年齢差

単純に述べると核家族が４割、それ以外が６割となる。後に述べる平成の家族のうちの傍系家族
は減少しているが、拡大家族はほとんど変化がなく構造的には明治から平成になっても大きくは
変化がないことがわかった。

②ファミリーライフ・サイクル別核家族数
ファミリーライフ・サイクル（以下、ライフ・サイクルと略す）は、日本では一般に家族周期

と略されている。その意義は、標準的な核家族について言えば、「婚姻による新夫婦の形成から、
出産・成長・子供の独立・老夫婦・単身家族（多くは女）・最後にその家族の消滅という周期を、
次の世代に引き継ぎ、また同様の周期を繰り返すこと」であり、サイクルという語には一周終わ
るということと、同時にそれが循環するという意味がある（嶋田英男、１９９１年、P．１１３）。一周
で終わるのが夫婦家族であり、循環するのが直系家族と置き直すことができる。ライフ・サイク
ルは歴史的にみれば、直系家族型（前近代型）と核家族型（近代型）に分けられるが、このうち
平成の核家族との比較を行うために、前者の核家族をライフ・サイクルの段階別に集計した。結
果は次のようになった。

結婚後夫婦二人で出発し、子の出生に伴う親子の同居期間までを「若年型」というが、この型
が３５件あった。また、老親と未婚子の同居期間を後年型というが、これは３件であった。先述し
た家族の構造では、明治と平成で大きな変化はないと述べたが、実は、その内容は大いなる変化
を含んでいた。平成のところで、その点について触れたい。

③夫婦の年齢差
次に夫婦の年齢差について分類した。表９は、それを示したものである。夫婦の年齢差を横に

０歳から２１歳差までを示した。

その結果、「夫が上」が合計５５件であり、「妻が上」は合計６件であった。「夫が上」のうち、
５歳以内が１７件、６歳～１０歳の差が２５件、１１歳～１５歳の差が７件、１６歳～２１歳の差は６件であっ
た。平均すると６歳～１０歳の差が最も多く、このくらいの差が好まれたことがわかる。一般的に
は、男子は一家を構えるには「家」の中で統率力が認められなければならなかったから、結婚は
やや遅かったし、そのくらいの差があるほうが、夫は妻に権威を持つことができると考えられ
た。また、子どもを多く生み育てるためには若い女子の方がその可能性が高かったから夫と妻の
年齢差は開いたと考えられる。

なお、戸籍簿からは、再婚かどうかの判別はできなかった。
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世帯主 家族 計
男 ９９ １６１ ２６０
女 ２５ ２４３ ２６８
計 １２４ ４０４ ５６８

表１０ 世帯主と家族

年齢階級別 男 女 計 比率 比率累計
～１４ ４０ ３４ ７４ １４．０％ １４．０％

１５～１９ ２４ １０ ３４ ６．４％
２０～３９ ４８ ５６ １０４ １９．７％ ５２．６％
４０～５９ ７４ ６６ １４０ ２６．５％
６０～７９ ６１ ７１ １３２ ２５．０％ ５１．５％
８０～ １３ ３１ ４４ ８．３％ ８．３％

計 ２６０ ２６８ ５２８ １００．０％ １００．０％

表１１ 平成１４年の男女別 年齢別人口構成

�
�
�

４．現在の桑原村
⑴ 平成１４年の桑原村の社会構成
①戸数は、１２４戸である。明治初年の１０５戸から、１９戸増加している。この地域は都市近郊地域で
はあるが農村地帯であり、また、交通機関は JR 筑肥線が福岡との間を繋いでいたが、最寄り駅
からは遠く、長い間、戸数が大幅に増加することはなかった。
②人口は、５６８人である。明治初年の４５０人に比較すると、１１８人の増加であるが、これもまた、
戸数と同じ理由で、２６．２％の伸びに抑えられている。

③世帯主と家族
明治初年の戸籍簿では、一家の家長は戸主であったが、昭和２２年

に民法の改正が行われた。改正により、家父長制は廃止され、夫婦
家族制度が施行された。これにより「戸主」は消滅し、一家の代表
者は「世帯主」となった。世帯主は男子が９９人、女子が２５人である。
ライフ・サイクル途上で夫と離死別した後、妻が世帯主になってい
る。その比率は２０．２％である。

④年齢別人口構成
年齢別人口構成から概観したい。
１５歳未満が７４人で１４．０％を占める。人口全体の１．４割が子どもである。１５～５９歳、いわゆる生

産年齢人口は２７８人で、５２．６％を占めた。さらに、６０歳以上人口は１７６人で、３３．３％であった。現
在は６５歳以上を高齢者とするが、ここでは明治初年のデータと比較考察するために、６０歳で集計
した。

全体でみると、１．４割の子どもと、５．３割の青壮年者、そして３．３割の高齢者の構成であるとい
える。「明治初年」が３割の子どもと、６割の青壮年者、そして１割の高齢者であったから、そ
の人口構造の激変を見ることができる。この点が、本稿における二つのデータの比較の結果得ら
れたもっとも特徴的な知見といえる。

次に、男女別の人口構成に着目すると、１５歳未満では男子が女子よりも６人多く、１５～１９歳で
も男子が１４人多く、数字としては２．４倍である。２０～３９歳は女子が８人多く、４０～５９歳の年齢層
は男子が８名も多い。６０歳以上は男子が７４人、女子が１０２人で、女子がきわめて多い。

高齢者は５８．０％が女子であり、男子よりも長寿率が高い。
この男女別人口差の中では、２０～３９歳の年齢層の男子が８人少なく、６０～７９歳が１０人少ないと

いうことが特徴的であった。今回は、資料の性質上、その差の理由について検証できなかった。
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家族形態 件数 ％
核 家 族 ５０ ４０．３
直系家族 ６１ ４９．２
傍系家族 １３ １０．５

計 １２４ １００．０

表１２ 家族の形態

若年型：「夫妻同居前期＋親子同居期」 ２０件
夫妻同居後期：「老夫婦二人」 ２１
後年型：「老親＋未婚子」 ３

表１３ ライフサイクル段階別核家族数

⑵ 平成１４年の桑原村の家族構成
①家族の形態

家族の形態は表１２の通りである。核家族が５０戸で４０．３％であり、直系家族は６１戸４９．２％さらに
傍系家族は１３戸で１０．５％である。直系家族と傍系家族を拡大家族として合算すると、５９．７％とな
り、核家族との比率は、約４：６となる。昭和の高度経済成長期の時代を境に「核家族化が進ん
だ」と言われるが、このデータをみる限り、この地域においてはその説は妥当しないことがわか
る。

この点について、加藤彰彦は次のように述べている。

戦後、日本の家族は「核家族化」したといわれてきた。しかし「核家族化」には二つの意味――「核家

族世帯」が増加すること、家族システムが親と同居しない夫婦家族制へと変化すること――があり、これ

らはしばしば混同されて論じられてきたので、注意が必要である。たしかに国政調査によれば「核家族

世帯数」は増加したが、核家族世帯の増加は、家族システムが変化しなくても起こりうる。（中略）

戦後、工業化の進展による雇用者世帯の増加と農家の激減によって日本の家族は大きく変容した。し

かし、依然として拡大家族を形成する傾向が持続していることから、日本人の家族行動の「基層文化」

もまた、表面的には姿をかえつつも消滅せずに存続している可能性が高い（加藤、２００３年）。

つまり、桑原地区が平成１４年の時点で拡大家族率が６割であることは、特別なことではなく、
家族システムは変化していなかったのだと解される。

②ファミリーライフサイクル段階別核家族数
明治初年のライフサイクル段階別核家族（表８）と比較するために、表１３を作成した。表８で

は、若年型：「夫妻同居前期＋親子同居期」が３５件で、後年型：「老親＋未婚子」は３件であっ
た。これに対し、平成では若年型：「夫妻同居前期＋親子同居期」が２０件で１５件の減少、後年型：
「老親＋未婚子」は３件で変化ない。もっとも多いのが夫妻同居後期：「老夫婦二人」が２１件で、
これは、明治初年には見られない形態である。明治時代においては、婚姻は嫁入り婚であった
し、特に長男は親との同居が前提であったから、「老夫婦二人」というライフサイクルはなかっ
た。それにしても核家族の段階として約５割が「老夫婦二人」というのは、かなり、その比率が
高く、核家族のイメージとしての子どもの声や若さが感じられない。
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０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
夫が上 ７ ２２ １４ １８ １８ ７ ８ ８ ５ １ １
妻が上 １０ ４ ６ ３
年齢差 １１ １２ １３ １４ １５ １６ … ２１ … 計
夫が上 ４ １１３
妻が上 ２３

表１４ 夫婦の年齢差

③夫婦の年齢差
次に夫婦の年齢差について分類した。表１４は、それを示したものである。表９と同様に夫婦の

年齢差を横に０歳から２１歳差までを示した。
その結果、「夫が上」が合計１１３件であり、「妻が上」は合計２３件であった。夫が上のうち、５

歳以内が８６件、６歳～１０歳の差が２３件、１１歳の差が１件、１２歳以上の差は０件であった。平均す
ると５歳未満の差が最も多く、中でも夫が１歳上が２２件でもっとも多かった。一方、「妻が上」
は３歳差までであり、特に同年齢がもっとも多かった。戦後の民法改正により、夫婦家族制と
なったため、「家」との関係が薄らぎ、また、男女共学の制度や、女性の職場進出なども影響し
て夫妻とも近い年齢の組み合わせとなったと考えられる。明治の夫婦の「夫」が一家を構え、「家
長」として家族・親族をまとめ、村の構成単位としての「家」の役割を担うには妻よりも年齢が
高いほうがよかったであろうが、昭和・平成の時代には男女が共に協力して家庭を築くことが重
要視されたから、お互いに理解しやすい年齢の幅の相手が求められることとなったと考えられ
る。この比較により、明治時代には夫妻ともに家制度の重みが被さっていたことが明らかになっ
た。

５．おわりに
「少子高齢化」が急速に進む。わたくし達はそのことを、人口ピラミッドの変化や、労働力不

足の問題、家族の問題、教育問題、介護制度の問題等々として理解している。今回１３０年余りの
スパンで１村落の家族の構造の変化について見ることができた。そして大きくは、三つの特徴を
とらえることができた。

第一に核家族と拡大家族の比率が明治初年と平成１４年でほとんど変化していない点である。明
治初年の表７では、核家族と拡大家族の比率は４１．９対５８．１であった。平成１４年の表１２では、それ
が４０．３対５９．７でほとんど変化していない。この変化していない事実を、この地域が純農村であっ
たから変化していないという解釈もできるが、一方、私たちは高度経済成長後の日本の社会は核
家族化したという通念を無批判に受け入れてしまっていたので、ほとんど変化していない実態を
桑原地区に見ることとなった。また同時に、戦後の民法改正で夫婦家族制へ移行しても家族シス
テムが「親と同居しない」夫婦家族制へ変化したこともなかった。そのことは、加藤（２００３年）
が指摘しているように、日本人の家族行動の「基層文化」もまた、消滅せずに存続し続けている
のであろう（たとえば子育ては保育園が増えても、そのサポーターとして祖父母が頼られるな
ど）。

第二にライフサイクル段階別核家族の構造変化がある。明治初年と平成１４年の比較では、明治
初年の表８では、「若年型」対「後年型」が３５件対３件であるのに対し、平成１４年の表１３では「若
年型」２０件対「後年型」３件と「若年型」が激減し、その間に「夫妻同居後期（老夫婦二人）」
というライフサイクルが現れ、その件数が２１件であったことである。この「夫妻同居後期（老夫
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婦二人）」も家族の形態別分類では確かに「核家族」ではあるが、それは「核家族」のイメージ
とはかけ離れ、単なる「住民基本台帳」という資料の分析ではあるが、子どものにぎやかな声や
家族の若やいだ生活感はまったく伝わってこなかった。

第三に夫婦の年齢差が小さくなったことがあげられる。昭和２２年の民法改正により直系家族制
から夫婦家族制へという家族制度の大改正が行われた。この制度改正は必ずしも「基層文化」を
変化させるところまでは浸透していない側面もあるが、この夫婦の年齢差の縮小は、明らかに制
度の改正によるところが大きい。明治初年の表９では年齢差が６歳～１０歳がもっとも多く、２１歳
差も見られたが、平成１４年の表１４では５歳未満の差がもっとも多く、これは制度改正によるとこ
ろが大きいと思われた。

今回は２種類のデータから、明治から平成への家族の構造上の特徴を析出することができた。
これらの特徴が、桑原地区の人々の家族意識や近隣意識、ひいては社会意識にどのように影響し
たのか、あるいはしなかったのかということが次なる関心事項となる。
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